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現
在
の
役
場
本
庁
舎
の
主
た
る
建
物
部
分

は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
た
め
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に

は
、
倒
壊
ま
た
は
崩
壊
す
る
危
険
性
が
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
大
規
模
地
震

が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
行
政
機
能
を
維
持

し
、
か
つ
防
災
拠
点
施
設
と
し
て
の
機
能
が

発
揮
で
き
る
よ
う
新
庁
舎
整
備
に
向
け
た
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
将
来
を
見
据
え
た
施
設
機
能

の
整
備
や
合
併
特
例
債
の
活
用
に
よ
る
財
政

面
で
の
将
来
負
担
の
軽
減
な
ど
を
考
慮
し
、

全
部
建
替
え
を
整
備
方
針
と
定
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
設
計
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
・

協
議
を
行
い
、
新
庁
舎
建
設
の
設
計
が
完
成

し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
工
事
計
画
と
し
て
、
は
じ
め
に
別

館
（
旧
朝
日
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）
の
解

体
、
用
水
路
移
設
な
ど
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

次
に
、
新
庁
舎
敷
地
の
造
成
と
建
設
工
事

に
着
手
し
ま
す
。ま
た
、建
設
状
況
に
応
じ
て
、

建
物
敷
地
エ
リ
ア
の
外
構
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
が
完
成
し
た
後
、
庁
舎
機
能
を
移

転
し
、
現
庁
舎
の
解
体
、
公
用
車
車
庫
の
建

設
、
構
内
通
路
の
整
備
と
外
構
工
事
を
行
う

計
画
で
す
。

　

工
事
期
間
は
、
別
館
解
体
・
用
水
路
移
設

な
ど
で
約
3
か
月
、
庁
舎
建
設
で
約
15
か
月
、

現
庁
舎
解
体
な
ど
で
約
10
か
月
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
の
工
事
期
間
中
は
、
役
場
の

業
務
を
従
来
ど
お
り
現
庁
舎
で
行
い
、
町
民

の
み
な
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
ご
不
便
を
お
掛

け
し
な
い
で
工
事
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
月
か
ら
現
場
着
工
し
、
外
構
工
事
を
含

め
て
、
平
成
32
年
度
中
に
す
べ
て
の
工
事
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。

経　　　　緯 検 討 ・ 策 定 事 項 等
平成23年～平成28年 耐震診断に基づく本庁舎整備に必要な事項を調査・検討

平成29年7月～平成30年3月 本庁舎整備検討委員会において基本計画などの検討

平成29年9月 各地区区長を対象に整備検討経過説明会を開催

平成29年10月 基本方針・整備内容に対する町民からの意見募集を実施

平成29年11月 「越前町本庁舎整備基本計画」を策定

平成29年11月～平成29年12月 基本計画に基づき、最も適した設計者を選ぶプロポーザル
を実施

平成30年1月～ 設計内容の協議・作成を進める

平成30年4月 各地区区長会において配置計画・平面計画・外観デザイン
を説明

平成30年11月 「越前町本庁舎整備概要版」を町ホームページに掲載
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設
計
方
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■
町
民
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎

誰
も
が
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、

す
べ
て
の
人
が
直
感
的
に
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

1
階
の
ワ
ン
フ
ロ
ア
に
窓
口
部
門
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
開
か
れ
た
、
分
か
り
や
す
い
、
使
い
や
す
い
庁
舎

を
目
指
し
ま
す
。

■
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
庁
舎

構
造
体
の
耐
震
性
能
確
保
に
加
え
、
天
王
川
氾
濫
に
よ

る
浸
水
へ
の
対
策
、
災
害
時
に
対
策
本
部
と
し
て
機
能

で
き
る
会
議
室
な
ど
、
非
常
時
の
機
能
維
持
を
確
保
し

ま
す
。

■
機
能
的
で
効
率
的
な
庁
舎

柱
間
隔
を
広
く
す
る
こ
と
で
、
各
課
配
列
の
自
由
度
を

高
め
、
将
来
の
組
織
改
編
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

よ
う
配
慮
し
ま
す
。

■
環
境
と
経
済
性
へ
の
配
慮

自
然
採
光
の
取
り
組
み
、
遮
熱
、
断
熱
化
、
地
熱
利
用

な
ど
、
風
土
の
恵
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
な
材
料
や
工

法
の
選
定
に
よ
る
建
設
工
事
費
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

配
置
計
画

❶
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

隣
接
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
渡
り
廊
下
で
繋
ぐ
こ

と
で
連
携
を
高
め
、
会
議
室
な
ど
の
相
互
利
用
を
図

り
、
効
率
化
を
促
進
し
ま
す
。

❷
分
か
り
や
す
い
構
内
通
路
の
設
置

敷
地
東
側
に
構
内
通
路
を
設
け
、
敷
地
内
に
お
け
る
南

北
の
動
線
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

❸
広
く
ゆ
と
り
の
あ
る
駐
車
場

国
道
側
に
広
い
駐
車
場
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
側
の
駐
車
場
に

は
通
常
よ
り
広
め
の
「
ゆ
と
り
の
駐
車
場
」
を
設
置
し
、

高
齢
者
や
運
転
初
心
者
の
人
で
も
利
用
し
や
す
い
駐
車

場
に
し
ま
す
。

計
画
概
要

⃝

敷
地
面
積 　
１
７
，３
９
９
．３
１
㎡

⃝

構　
　
造　
鉄
骨
造

⃝

階　
　
数　
3
階
建
て
（
一
部
4
階
建
て
）

⃝

建
築
面
積　
２
，３
５
１
．３
３
㎡

⃝

延
床
面
積　
５
，７
５
２
．７
２
㎡

新
庁
舎
建
築
工
事
費
（
建
物
）

⃝

工
事
費
（
設
計
額
）　
22
億
７
，８
０
０
万
円

⃝

財
源

　
合
併
特
例
債
　
21
億
３
，９
７
０
万
円

　
国
庫
補
助
金
　
２
，５
６
５
万
円

　
一
般
財
源
　
１
億
１
，２
６
５
万
円

※
合
併
特
例
債
と
は
事
業
費
の
95
％
に
充
当
で
き
、
償
還
額

の
70
％
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
有
利
な
起
債
で
す
。
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12
月
19
日
、
県
庁
で
県
民
社
会
貢
献
活
動
に

関
す
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
「
越
前
福
祉
ゆ
め
サ
ロ
ン
」
が
県
民
社
会

貢
献
活
動
知
事
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
う
ち
、
特

に
優
れ
た
活
動
や
先
駆
的
な
活
動
を
し
た
個
人

ま
た
は
団
体
に
対
し
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
「
越
前
福
祉
ゆ
め
サ
ロ
ン
」
は
平
成
18
年
の

設
立
時
か
ら
地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
地
域
住
民
に
対
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し

て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

県
民
社
会
貢
献
活
動
知
事
奨
励
賞
受
賞　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
越
前
福
祉
ゆ
め
サ
ロ
ン
」▲表彰を受けた「越前福祉ゆめサロン」理事長の月田信夫さん

　
12
月
25
日
か
ら
28
日
の
4
日
間
、
大
阪
市
中

央
体
育
館
な
ど
で
、
第
32
回
全
国
都
道
府
県
対

抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
、
福
井

県
選
抜
女
子
チ
ー
ム
が
見
事
3
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。
福
井
県
選
抜
男
子
チ
ー
ム
は
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
が
、
2

回
戦
で
福
岡
県
に
敗
れ
ま
し
た
。

　
福
井
県
選
抜
に
は
、
町
内
か
ら
畑
虎
太
郎
さ
ん

（
越
前
中
）、
木
原
未
稀
さ
ん（
宮
崎
中
）、
北

條
菜
々
実
さ
ん（
宮
崎
中
）の
3
人
が
選
出
さ

れ
、
福
井
県
選
抜
の
躍
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
で
、
畑
虎
太
郎
さ
ん
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
有
望
選
手
に
、
木
原
未
稀
さ
ん
は
優

秀
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
32
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▲畑さん（左）、木原さん（中央）、北條さん（右）

　
福
井
県
庁
で
、
平
成
30
年
度
伝
統
的
工
芸
優

秀
継
承
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
藤
原
綱
藏
さ
ん

（
下
河
原
区
）が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
賞
は
、

伝
統
的
工
芸
の
技
法
を
継
承
し
、
優
れ
た
技
術

で
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
模
範
と
認
め

ら
れ
る
、
伝
統
的
工
芸
優
秀
継
承
者
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。
藤
原
さ
ん
は
昭
和
48
年
か
ら
越

前
瓦
、
越
前
鬼
瓦
の
製
造
に
従
事
さ
れ
、
技
術

の
研
さ
ん
に
精
励
し
、
伝
統
的
工
芸
産
業
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
技
術
は
業

界
に
お
い
て
第
一
人
者
と
言
わ
れ
て
い
て
、
長

年
、
越
前
瓦
や
越
前
鬼
瓦
の
設
計
・
製
造
と
後

継
者
の
指
導
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
的
工
芸
優
秀
継
承
者
表
彰
受
賞　
藤
原
綱
藏
さ
ん

▲表彰を受けた藤原綱藏さん

平
面
計
画

１
階　
窓
口
・
執
務
室
フ
ロ
ア

①
ワ
ン
フ
ロ
ア
で
仕
切
り
の
な
い
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
の
窓
口
に
す
る
こ
と
で
、
町
民

が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

②
様
々
な
活
動
に
利
用
可
能
な
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

中
庭
、
ホ
ワ
イ
エ
と
一
体
的
に
活
用
で
き

る
開
放
的
な
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

③
子
育
て
中
の
人
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

授
乳
室
や
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

２
階　
執
務
室
・
会
議
室
フ
ロ
ア

④
災
害
対
策
本
部
、
関
連
部
署
は
、
災
害
時

に
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
伝
達
が
で
き
る

よ
う
集
約
配
置
し
ま
す
。

⑤
可
動
間
仕
切
を
整
備
し
た
会
議
室
を
設
け

ま
す
。

⑥
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
渡
り
廊
下
で
つ
な

ぎ
、
円
滑
な
移
動
を
可
能
と
し
ま
す
。

３
階　
議
会
・
設
備
フ
ロ
ア

⑦
議
会
の
独
立
性
を
保
つ
た
め
、
議
場
な
ど

を
集
約
し
て
配
置
し
ま
す
。

⑧
電
気
室
、
自
家
発
電
気
室
な
ど
の
重
要
設
備

を
配
置
し
、
水
害
に
対
応
し
ま
す
。

４
階　
書
庫
フ
ロ
ア

⑨
庁
舎
東
側
の
一
部
に
文
書
保
管
の
た
め
の

書
庫
を
設
け
ま
す
。

今
後
の
掲
載
予
定

　

3
月
号
に
は
各
フ
ロ
ア
の
内
観
仕
上
り
イ

メ
ー
ジ
図
な
ど
を
、
4
月
号
に
は
整
備
事
業

の
全
体
計
画
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
以
降
は
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、
広
報
え
ち
ぜ
ん
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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電気室

窓口

窓口

傍聴席

エントランス
ホール

ホワイエ多目的ホール舞台

WC

WC

吹抜

吹抜

▲正面出入口

◀
東
側
出
入
口

▼職員出入口

）
口
入
出
外
間
時
（

全員協議会室

❶

●❸

●❷

●❺

●❻

●❹

❼
❽

❾

新庁舎

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

1階

2階3階

工
事
の
お
知
ら
せ

　
今
月
か
ら
別
館
解
体
と
用
水
路
移
設
工
事
、

別
館
北
側
町
道
（
公
民
館
線
）
へ
の
下
水
道

管
路
布
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
こ
の
工
事
に
伴
い
、
庁
舎
敷
地
へ
の
出
入
口

と
駐
車
場
、
町
道
の
一
部
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

　

近
隣
住
民
の
み
な
さ
ん
、
役
場
庁
舎
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
さ
れ
る
み
な
さ

ん
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 　
今
後
、
新
庁
舎
の
建
設
、
駐
車
場
を
含
め

た
外
構
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
交
通

面
や
駐
車
場
利
用
な
ど
で
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
重
ね
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
監
理
課　
☎
３
４‒

８
７
１
９

　

1
月
9
日
、
宮
崎
小
学
校
の
6
年
生
34
人

が
、
越
前
焼
の
表
札
を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
、
宮
崎
小
学
校
の
「
地
域
と
進

め
る
体
験
推
進
事
業
」
と
宮
崎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
委
員
会
の
「
越
前
焼
体
験
教
室
～
一

家
に
ひ
と
つ
玄
関
先
に
越
前
焼
を
～
」
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画
で
、
宮
崎
地
区
の
子
ど

も
た
ち
に
、
地
域
の
誇
り
で
あ
る
越
前
焼
を
伝

え
て
い
こ
う
と
、
窯
元
さ
ん
の
協
力
の
も
と
開

か
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
卒
業
前
の
焼
き
上
が
り
を

楽
し
み
に
し
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
字
体
で
、
自

分
の
名
字
を
表
札
に
丁
寧
に
彫
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
記
念
に
越
前
焼
の
表
札
を

N

生涯学習センター

❷

❶

❸
山車会館

別館 本庁舎

❶役場別館解体工事

❷用水路移設工事

❸下水道管路布設工事
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マイナちゃんの　ポイントマイナンバー
ちなみに…
先月、企業で申請を取りまとめする

『きとっけプラン』での申請が早速ありました。

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、2月24日（日）です。
ご予約は、22日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

　

1
月
5
日
、
劔
神
社
で
町
の
交
通
安
全
祈
願

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
に
は
、
内
藤
町
長
を
は
じ
め
、
町
交

通
指
導
員
や
鯖
江
交
通
安
全
協
会
の
町
内
各
分

会
な
ど
、
交
通
安
全
関
係
団
体
約
50
人
が
参
列

し
、
1
年
の
交
通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

内
藤
尚
子
交
通
指
導
員
会
長
は
、「
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
と
い
う
交
通
安
全
の
基
本
で
あ

る
意
識
啓
発
に
努
め
、
町
民
の
尊
い
命
を
守
る

た
め
に
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
と
安
全
で
安
心
な

ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
を
祈
願

　

1
月
7
日
、
福
井
保
護
観
察
所
（
福
井
春
山

合
同
庁
舎
内
）
が
主
催
す
る
第
68
回
”社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
“県
推
進
委
員
会
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
か
ら
次
の
4
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

優
秀
賞

　
福
井
県
更
生
保
護
事
業
協
会
理
事
長
賞

　
　
大
橋　
優
羅
（
朝
日
小
6
年
）

入　
選

　
　
丹
羽　
勇
帆
（
朝
日
小
6
年
）

　
　
山
田　
竣
太
（
宮
崎
中
2
年
）

　
　
木
村　
心
音
（
織
田
中
2
年
）

法
務
省
主
唱
”社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
“作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰

▲入賞した大橋優羅さん（前列右）

男女共同参画・人権のとびら

　男女共同参画のまちづくりを推進するため推進員を募集しますので、関心のある人は
ぜひご応募ください。

任　　期　2019年4月1日〜
　　　　　2021年3月31日（2年間）

募集人数　若干名（1 〜 2人）

資　　格　20歳以上で町内にお住まいの人

会　　議　年に5、6回を予定

申込期限　2月28日（木）必着

申込用紙　男女共同参画・人権室に設置します。
　　　　　また、町ホームページから
　　　　　ダウンロードも可能です。

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

えちぜん男女共同参画
まちづくり推進員を募集します

Vol.31

▲研修会の様子

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　
12
月
22
日
か
ら
26
日
ま
で
の
5
日
間
、
立
命

館
Ｏ
Ｉ
Ｃ
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
で
全
国
高
等
学
校

選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
男
子
24
校
・
女
子
24
校
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

福
井
県
か
ら
は
丹
生
高
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー

部
、
武
生
工
業
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
出
場

し
、
丹
生
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
順
当
に
決

勝
ま
で
勝
ち
上
が
り
、
昨
年
決
勝
戦
で
敗
れ
た

岐
阜
各
務
野
高
校
と
の
対
戦
で
は
、
一
進
一
退

第
50
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会の

攻
防
が
続
く
も
両
者
得
点
が
入
ら
ず
、
Ｓ
Ｏ

戦
2
対
1
で
、
見
事
2
年
ぶ
り
4
回
目
の
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
丹
生
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
1
回

戦
を
勝
利
し
、
2
回
戦
で
は
前
回
準
優
勝
の
強

豪
今
市
高
校
を
相
手
に
奮
闘
し
ま
し
た
が
、
僅

差
で
敗
退
し
ま
し
た
。
初
出
場
の
武
生
工
業
高

校
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
1
回
戦
北
海
学
園
札
幌

高
校
と
対
戦
し
敗
退
し
ま
し
た
。

男
子
大
会
結
果　

　
1
回
戦

　
　
武
生
工
業　
0 ‒ 

7　
北
海
学
園
札
幌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
）

　
　
丹　
　
生　
3 ‒ 

3　
八
頭
（
鳥
取
県
）

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｏ
４ ‒ 

2

　
2
回
戦

　
　
丹　
　
生　
2 ‒ 
3　
今
市
（
栃
木
県
）

女
子
大
会
結
果　

　
2
回
戦

　
　
丹　
　
生　
5 ‒ 

1　
高
松
東（
香
川
県
）

　
準
々
決
勝

　
　
丹　
　
生　
3 ‒ 

2　
八
頭
（
鳥
取
県
）

　
準
決
勝

　
　
丹　
　
生　
1 ‒ 

0　
伊
吹
（
滋
賀
県
）

　
決
　
勝

　
　
丹　
　
生　
0 ‒ 

0　
岐
阜
各
務
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岐
阜
県
）

　
　
　
　
　
Ｓ
Ｏ
2 ‒ 

1

▲優勝に輝いた丹生高校女子ホッケー部のみなさん

福
井
中
学
ボ
ー
イ
ズ
か
ら
6
人
の
ア
ス
リ
ー
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

　
福
井
中
学
ボ
ー
イ
ズ
は
、
昨
年
8
月
に
行
わ

れ
た
中
学
硬
式
野
球
日
本
少
年
野
球
選
手
権
で

優
勝
し
た
強
豪
チ
ー
ム
で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に

は
先
の
大
会
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
優
勝
に
貢

献
し
た
中
野
さ
ん
（
小
樟
区
）、村
瀬
さ
ん
（
細

野
区
）、
そ
し
て
、
4
月
か
ら
加
入
し
た
岩
﨑

さ
ん
（
小
樟
区
）、
小
松
さ
ん
（
新
保
区
）、
寺

田
さ
ん
（
梅
浦
区
）、
西
川
さ
ん
（
西
田
中
区
）

の
6
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
小
学
生
の
と
き
に
野
球
の
楽
し

さ
に
惹
か
れ
野
球
を
始
め
ま
し
た
。
小
学
生
の

時
か
ら
付
き
合
い
が
あ
り
、
現
在
の
チ
ー
ム
に

な
っ
て
か
ら
も
仲
が
良
く
、
取
材
中
も
お
互
い

の
信
頼
関
係

が
み
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、

現
在
の
チ
ー

ム
に
は
、「
中

学
に
な
っ
た

ら
硬
式
野
球

に
取
り
組
み

た
い
」、「
高

い
レ
ベ
ル
で

プ
レ
ー
し
た

い
」、「
文
武

両
道
を
目
指

し
た
い
」
と

い
う
野
球
と

学
業
に
対

す
る
考
え
か

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！　
福
井
中
学
ボ
ー
イ
ズら

、
進
学
を
決
め
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
日
の
練
習
で
は
、
監
督
か
ら
の
言
葉
で
あ

る
「
自
治
（
自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
）」、
そ

し
て
「
必
ず
日
本
一
に
な
る
」
と
い
う
目
標
達

成
へ
の
強
い
思
い
を
持
ち
、
1
球
に
対
す
る
集

中
力
、
1
つ
1
つ
の
プ
レ
ー
を
磨
い
て
い
ま

す
。
3
年
生
の
中
野
さ
ん
は
「
大
会
で
活
躍
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
な
が
ら
自
分
の
技
術
を
磨

い
た
」、
村
瀬
さ
ん
は
「
チ
ー
ム
プ
レ
ー
、
団

結
力
、
そ
し
て
必
ず
日
本
一
に
な
る
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
て
取
り
組
ん
だ
」
と
話
し
、
そ

の
結
果
が
全
国
大
会
優
勝
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
高
校
進
学
後
も
野
球
を
続
け
る
2
人
、
福
井

中
学
ボ
ー
イ
ズ
で
野
球
を
続
け
る
4
人
の
今
後

の
目
標
は
、

中
野
さ
ん

　
「
中
学
野
球
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
高

校
野
球
、
プ
ロ
野
球
、
そ
し
て
日
本
代
表
を
目

指
し
、
プ
レ
ー
で
み
ん
な
に
恩
返
し
し
た
い
」

村
瀬
さ
ん

　
「
礼
儀
、
技
術
力
を
さ
ら
に
磨
き
、
必
ず
甲

子
園
に
出
場
し
、
み
ん
な
に
恩
返
し
し
た
い
」

岩
﨑
さ
ん
、小
松
さ
ん
、寺
田
さ
ん
、西
川
さ
ん

　
「
技
術
、
礼
儀
を
磨
き
、
み
ん
な
に
応
援
さ

れ
る
チ
ー
ム
を
目
指
す
。
夏
の
全
国
大
会
を
連

覇
し
、
福
井
と
い
え
ば
福
井
中
学
ボ
ー
イ
ズ
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
る
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
こ
れ
か
ら
も
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲右から　小松龍
り ゅ う

生さん（新保区）、西川由
ゆ

羽
う

斗
と

さん（西田中区）、村瀬蓮
れん

さん（細野区）、
中野心

むね

惇
とし

さん（小樟区）、岩﨑大
だい

空
あ

さん（小樟区）、寺田力
りき

翔
と

さん（梅浦区）

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署 丹 生 分 署　☎36‒0119
 朝日分遣所　☎34‒0119
 越前分遣所　☎37‒0119
 http：//www.fd-sabaenyu.jp/

平成31年越前消防団出初式を開催しました

平成30年　越前町内 火災・救急・救助出動概要　　

　1月13日、越前消防団出初式が宮崎コ
ミュニティセンター周辺で開かれ、災害
のない越前町を目指し、各地区から団員
246人、消防車両14台が宮崎地区に集
結しました。
　会場では、消防団員と消防団車両が、
分団ごとに隊形を整えて順に行進する
分列行進、防火・防災を祈願する一斉放
水が行われました。その後、鯖江・丹生
消防組合消防署丹生分署での式典では、
功績のあった消防団員へ越前町長から
表彰状が贈られました。町内の女性消防
隊11隊33人も参加し、消防団員と共に、
町民への火災予防を呼びかけました。

近隣のみなさんには交通規制などでご協力いただき、ありがとうございました。

　

12
月
9
日
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
・
北
陸
本
選
大
会
が
金
沢

市
内
で
行
わ
れ
、
岩
本
智
美
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小

6
年
）
が
小
学
生
高
学
年
部
門
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
3
月
23
日
に
、
東

京
・
第
一
生
命
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
全
国
大
会

に
、
北
陸
地
区
小
学
生
代
表
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
を
披

露
し
ま
す
。

　
岩
本
さ
ん
は
「
全
国
大
会
で
も
自
分
ら
し
い

演
技
が
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と
練
習
を
頑
張

り
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
生
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
チ
ー
ム

ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
×
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
（
チ
ェ
リ

チ
ェ
リ
）
が
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
門
で
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー

は
、
岩
本
智
美
さ
ん
（
四
ヶ
浦
小
6
年
）、
野
村

楓
花
さ
ん
（
萩
野
小
5
年
）、佐
々
木
柚
月
さ
ん
、

上
坂
碧
衣
さ
ん
（
織
田
小
5
年
）、
小
林
直
美
さ

ん
（
同
3
年
）
の
5
人
で
昨
年
4
月
か
ら
町
内

の
音
楽
祭
な
ど
に
出
演
し
、
演
奏
技
術
を
磨
い

て
き
ま
し
た
。

　
「
全
国
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ス
テ
ー
ジ

経
験
を
活
か
し
、
持
ち
前
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

良
さ
を
発
揮
し
、
元
気
で
明
る
い
演
奏
を
披
露

し
た
い
。」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
3
月
3
日
に
大
阪
・
豊
中
市

立
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

ロ
ー
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８　
フ
ァ
イ
ナ
ル
出
場

▲ cherry × cherry のみなさん ▲岩本智美さん

　
12
月
8
日
、
9
日
、
陽
光
館
で
ミ
ス
テ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
4
～
6

年
生
の
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
彩
の
会
」
の
み
な
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、

玉
葱
の
皮
を
使
っ
た
草
木
染
を
行
い
、
味
わ
い
の

あ
る
茶
色
の
ハ
ン
カ
チ
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
伝
言
似
顔
絵

ゲ
ー
ム
や
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
で
一
気
に
仲
良
く

な
り
ま
し
た
。

　
夕
食
の
鍋
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
沢
山
あ
っ
た

お
肉
も
野
菜
も
残
さ
ず
き
れ
い
に
食
べ
ま
し
た
。

　
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
後
は
、
翌
日
の
ク

リ
ス
マ
ス
交
流
会
で
飾
る
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
バ
ル
ー
ン
で
作
り
ま
し
た
。
指
導
者
か
ら

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
わ
り
、
苦
労
し
な
が
ら
も
沢

山
の
リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。

越
前
町
子
ど
も
会　
ミ
ス
テ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

　

9
日
は
、
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
が
行
わ
れ
、
町
内
の

幼
児
と
小
学
生
が
96
人
参
加
し
、
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
競
技
の
「
卓
球
バ
レ
ー
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
福
井
県
卓
球
バ
レ
ー
協
会
」
の
み
な
さ
ん

に
指
導
や
審
判
を
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
競
技

は
目
の
不
自
由
な
人
に
も
楽
し
め
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
で
し
た
が
、
試
合

を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
し
て
、
予
想
以
上
の
白

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
は
ピ
ザ
で
、
上
位
チ
ー
ム
に
は
直
径
75

㎝
の
特
大
ピ
ザ
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
っ
て
、
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲バルーンでクリスマスリース作りに挑戦

▲上手に打ち返せるかな？白熱した卓球バレー

式典 分列行進 一斉放水

（件）

平成 29 年 平成 30 年 増　　減
火　　災 8 3 △ 5
救　　急 899 838 △ 61
救　　助 28 18 △ 10

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  12月16日～1月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成30年度　公共下水道管路施設修繕工事（朝日地区） 乙 坂 3,412,800 丹南開発㈱ 上 下 水 道 課

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s

広報 えちぜん 8平成31年２月号広報 えちぜん9 平成31年２月号



住民税（町・県民税）・所得税の申告の時期です
申告期間

住民税申告・所得税の還付申告 2月1日（金）～3月15日（金）
所 得 税 の 確 定 申 告 2月18日（月）～3月15日（金）

　住民税申告、所得税の確定申告が始まります。該当する人は、町の申告会場や武生税
務署で申告をお願いします。
　確定申告書は、国税庁ホームページの確定申告書作成コーナーを利用して作成できます。
なお、郵送や電子申告（e-Tax）で提出することもできますのでご利用ください。

　平成31年1月1日現在、越前町に住所がある人は、前年中に収入がない人でも住民税
申告が必要です。ただし、次に該当する人は住民税申告の必要がありません。
◦所得税の確定申告をした人
◦給与所得者で給与支払報告書（年末調整が済んでいるもの）が勤務先から町に提出され、かつ

給与所得以外に所得のない人
◦公的年金のみの人（ただし扶養、社会保険料、医療費、生命保険料、その他の控除を受けよう

とする人は申告してください）
◦同一世帯の人の給与支払報告書（年末調整が済んでいるもの）や、住民税申告書、所得税の確

定申告書に扶養親族として記載されている人で、前年中に収入がない人

住民税申告

・所得（課税）証明書の発行ができません
・国民健康保険税の軽減、給付金や補助金などの支援を受けることができません

住民税申告をしないと

・1か所からの給与のほかに年金・事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与を2か所以上から受けていて、年末調整をしなかった給与所得と事業や不動産などの所得

の合計が20万円を超える人
・年金のほかに給与や事業・不動産など20万円を超える所得がある人
・給与収入が2千万円を超える人
・各種所得の合計額が扶養控除や基礎控除などの所得控除の合計額を超える人
・給与や年金の源泉徴収票に記載されている扶養控除や配偶者控除などを修正する人

所得税の確定申告が必要な人

・平成30年の途中で退職し、再就職しなかったため年末調整を受けなかった人
・源泉徴収税額のある給与所得者・年金所得者で、年末調整を受けていない生命保険料控除や医

療費控除などを受けることができる人
・住宅ロ－ンを利用してマイホームの新築・増改築などをした人

所得税の還付申告をすると納めすぎた所得税が戻る人

　国民年金や厚生年金などの公的年金収入は「雑所得」の対象となります。
　公的年金収入額が400万円以下で、他の所得が20万円以下の人については確定申告を行う必
要はありません。
　ただし、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されていない社会保険料や医療費などの控除を受け
る場合は住民税の申告が必要です。

公的年金を受給している人

問合せ先　税　務　課　☎34‒8709
　　　　　武生税務署　☎22‒0890（自動音声案内）

・自営業などの事業所得の確定申告や青色申告
・譲渡所得（不動産・株式）や山林所得などが含まれる確定申告
・住宅借入金等特別控除（住宅ローン控除）を初めて受ける確定申告
・平成29年分以前の確定申告

次の申告は税務署でお願いします

　申告期間中は、申告会場が大変混雑します。スムーズに申告を済ませるためにも、申告前に自
分でできる準備はしていただき、必要な書類を必ず持参してください。

◦農業所得の申告をする人は、収支内訳書の作成（帳簿作成が義務付けられています）
◦医療費控除またはセルフメディケーション税制の申告をする人は、明細書の作成
　（生命保険など各種助成金の受領額も集計してください）
◦マイナンバーが分かるもの
　（マイナンバーカード、通知カード、住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの）など）

申告事前準備のお願い

申告書を作成する際は
国税庁ホームページの

「確定申告書等作成コーナー」
をご利用ください。

　「確定申告書等作成コーナー」は、画面の案内に従って金額などを入力することにより税
額などが自動計算され、申告書や収支内訳書などが作成できます。
　また、スマートフォンでも所得税の確定申告書の作成ができます。

https：//www.nta.go.jp
検　索作成コーナー

※各相談会場には作成済みの確定申告書の投函箱は設置しません。直接、武生税務署へ提出するか、郵送してください。

町で受付をする申告相談の日程
住民税申告・所得税の還付申告

日　　　　　　　　時 会　　　　場 対象地区
2月1日（金）～ 3月15日（金）
（土・日曜日、祝日を除く）

午前9時～
午後4時 越　前　町　役　場 全 地 区

日　　　　　　　　時 会　　　　場 対象地区
2 月18日 （月） ～ 3 月15日（金）

（土・日曜日を除く）

午前9時～
午後4時

越　前　町　役　場 全 地 区

2 月20日 （水）・21日 （木） 宮崎コミュニティセンター 宮崎地区

2 月27日 （水）・28日 （木） 織田コミュニティセンター 織田地区

3 月 6 日 （水）・7 日（木） 越前コミュニティセンター 越前地区

所得税の確定申告

広報 えちぜん 10平成31年２月号広報 えちぜん11 平成31年２月号

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん



　
青
色
申
告
は
、
3
月
15
日
ま
で
に
税
務
署
へ

の
申
請
が
必
要
で
す
。
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
さ
っ
そ
く
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。
青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
（
個
人
・

法
人
）
は
収
入
保
険
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
収
入
保
険
は
、
全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
自

然
災
害
や
価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
が

農
業
者
の
み
な
さ
ん
、
青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

生
じ
た
場
合
に
補
償
す
る
保
険
で
す
。

問
合
せ
先

（
青
色
申
告
）

　
武
生
税
務
署　
☎
２
２‒

０
８
９
０

（
収
入
保
険
）

　
福
井
県
農
業
共
済
組
合　
☎
５
３‒

２
７
０
１

農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
者
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
農
地
を

持
た
な
い
農
業
者
や
家
族
従
事
者
も
加
入
で
き

ま
す
。

保
険
料
が
自
由
に
選
択
で
き
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す

　
保
険
料
を
月
額
2
万
円
か
ら
最
高
6
万
7
千

円
ま
で
、
千
円
単
位
で
選
択
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
加
入
後
で
も
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
年
金
受
給
の
際
に
は
公
的
年

金
等
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

農
業
者
を
応
援
す
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

積
立
型
の
80
歳
保
証
付
き
終
身
年
金
で
す

　
将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
自
分
で

積
み
立
て
、
運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が
決
ま

り
、
65
歳
受
給
開
始
を
原
則
と
し
て
終
身
支
給

さ
れ
ま
す
。80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、

死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
到
達
月
ま
で
に
受
け

取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
に
相

当
す
る
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

国
か
ら
の
保
険
料
補
助
が
あ
り
ま
す

　
一
定
の
要
件
（
認
定
農
業
者
な
ど
）
を
備
え

た
農
業
者
に
対
し
、
保
険
料
の
2
割
か
ら
5
割

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　
越
前
町
農
業
委
員
会
（
農
林
水
産
課
内
）

　
☎
３
４‒

８
７
０
４

　
「
働
い
て
み
た
い
」
と
お
考
え
の
み
な
さ
ん

の
は
じ
め
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
講
師
に

迎
え
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と

具
体
的
な
働
き
方
に
つ
い
て
県
内
企
業
と
直
接

話
が
で
き
る
相
談
会
で
す
。
入
場
無
料
、
服
装

自
由
、
書
類
の
準
備
は
不
要
で
す
。
丹
南
地
区

で
は
次
の
2
会
場
で
開
か
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
町
の
環
境
の
保
全
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調

査
審
議
す
る
た
め
、
越
前
町
環
境
保
全
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容

⑴
環
境
基
本
計
画
の
策
定
や
変
更
に
関
す
る

審
議

⑵
環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
重
要
事
項
の

審
議

任　
　
期

　
２
０
１
９
年
4
月
1
日
か
ら

　
２
０
２
１
年
3
月
31
日
（
2
年
間
）

　
町
で
は
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
防
止
す
る

た
め
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
や
警
告
看
板
設
置
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
不
法
投
棄
は
後
を
絶

た
ず
、
生
活
環
境
を
著
し
く
阻
害
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
山
間
部
で
不
法
投
棄
が
多
発

し
て
い
る
場
所
に
不
法
投
棄
防
止
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
不
法
投
棄
防
止
対
策
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、
5
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
1
千
万
円（
法
人
は
3
億
円
）以
下
の

罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
な
ど
、
重
大
な
犯
罪
で
す
。

　

監
視
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、
不
法
投
棄
の
抑

止
、
発
見
し
た
場
合
の
指
導
と
取
締
り
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
そ
れ
以
外
に
用
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
設
置
場
所
に
は
、
監
視
カ
メ
ラ

が
作
動
中
で
あ
る
こ
と
を
表
示
し
た
警
告
看
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

「
ち
ょ
こ
っ
と
働
く
！？
シ
ニ
ア
相
談
会
」

環
境
保
全
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
！

越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー　
2
月
6
日
㈬

鯖
江
市
文
化
の
館　
　
2
月
27
日
㈬

内　
　
容

　
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
1
時
30
分
～
2
時

　
相
談
会　
午
後
2
時
～
3
時
30
分

問
合
せ
先

　
県
シ
ニ
ア
人
材
活
躍
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
７
６‒

４
３‒

０
８
８
１

募
集
人
数　
4
人

資　
　
格　
20
歳
以
上
で
町
内
に
お
住
ま
い
の
人

会　
　
議　
年
に
1
、
2
回
を
予
定

申
込
期
限　
2
月
28
日
㈭

申
込
用
紙

住
民
環
境
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

　

町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
ぬ
く
も
り
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
き
ま
す
。
町
内
で
活
動
さ
れ
て

い
る
音
楽
団
体
に
よ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
日
頃
の
練
習
成
果
を
お
聴
き
く

だ
さ
い
。

日　
　
時

　
2
月
24
日
㈰　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時　
　
　
開
演

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　
大
正
琴

　
　
琴
城
流
大
正
琴
（
琴
零
会
）

　
　
　
グ
ル
ー
プ
・
な
で
し
こ
＆
笑
琴
会

　
　
琴
城
流
大
正
琴
（
福
井
水
仙
会
）

　
　
　
水
仙
グ
ル
ー
プ

　
合
奏

　
　
ま
り
ん
ば 

み
ゅ
ー
じ
っ
く 

ぱ
ー
て
ぃ
ー
！

　
　
フ
ジ
オ
カ
リ
ナ
織
田
教
室

　
　
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ
×
ｃ
ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ

　
弦
楽

　
　
え
ち
ぜ
ん
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　
邦
楽

　
　
楓
の
会
（
尺
八
）

　
　
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
音
，Ｓ　
Ｏ
Ｔ
Ａ（
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
）

　
歌

　
　
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
さ
く
ら
ん
ぼ
」の
会

　
合
唱

　
　
童
謡
わ
ら
べ

　
　
越
前
町
民
混
声
合
唱
団［
ニ
ュ
ー
エ
コ
ー
ズ
］

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

第
12
回　
ぬ
く
も
り
コ
ン
サ
ー
ト

▲まりんば みゅーじっく ぱーてぃー！のみなさん ▲ POLO 音 ’S  OTA のみなさん

▲幸若舞　宗生流剣詩舞道会のみなさん▲八田獅子舞保存会のみなさん

　
町
文
化
協
議
会
主
催
の
「
芸
能
祭
」
を
開
き

ま
す
。
町
内
で
活
動
し
て
い
る
太
鼓
、剣
詩
舞
、

ダ
ン
ス
な
ど
20
団
体
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習

成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日　
　
時

　
3
月
3
日
㈰　
午
後
0
時
30
分　
開
場

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時　
　
　
開
演

第
10
回　
芸
能
祭

場　
　
所

　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

出
演
団
体

　
吟
舞

　
　
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会

　
　
　
宮
崎
・
み
や
ざ
き
子
ど
も
・
織
田
・
あ
さ
ひ

　
　
　
あ
さ
ひ
少
年
教
室　
あ
さ
ひ
幸
若
の
会

　
　
宮
崎
物
語
ク
ラ
ブ

　
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス

　
　
宮
崎
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス 

ク
ワ
ヒ
ヴ
ィ
会

　
　
フ
ラ
ダ
ン
ス 

ア
イ
ア
イ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ

　
民
踊

　
　
カ
ト
レ
ア

　
　
お
り
づ
る
会

　
和
太
鼓

　
　
福
井
県
日
吉
太
鼓

　
　
越
前
陶
芸
太
鼓
保
存
会

　
詩
吟

　
　
吟
道
光
世
流　
朝
日
支
部

　
　
紫
洲
流
福
井
明
吟
会　
朝
日
支
部

　
手
話

　
　
手
話
サ
ー
ク
ル　
す
い
せ
ん

　
日
舞

　
　
藤
真
会

　
民
謡

　
　
う
ぐ
い
す
会

　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

　
　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス　
Ａ
ｎ
ｇ
ｅ
ｌ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

　
　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス　
Ｂ
Ｅ
Ｅ

入
場
料　
無
料

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０
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冬を楽しもう
プラントピア

2/2

▲ 3/31

生きている生かされているどっちかな	 笹下　利行
戦時中生きた世代の底力	 富田コズエ川 柳 地球上皆等分に初日の出	 嶋田富士雄

両の手にいだく嬰児和顔なる	 嵐　喜美枝川 柳

　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
じ
ゃ
お
う
。

日　
　
時

　
2
月
17
日
㈰　
午
前
9
時
30
分~

午
後
1
時

場　
　
所

　
越
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内　
　
容

　
タ
イ
ル
で
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
ろ
う
！

　
か
わ
い
い
石
け
ん
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
お
餅
つ
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

対
象
者

小
学
生
・
幼
児
（
小
学
3
年
生
以
下
の
お
子

さ
ん
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ　
～
み
ん
な
で
つ
く
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
～

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会　

　
☎
３
７‒

７
７
１
０

　
3
月
20
日
に
終
了
と
な
る
越
前
が
に
漁
を
締

め
く
く
る「
越
前
か
に
感
謝
祭
」が
開
か
れ
ま
す
。

　
特
選
か
に
汁
の
販
売
や
越
前
が
に
な
ど
、
新

鮮
な
魚
介
類
の
販
売
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
や
宿
泊
券
な
ど
が
当
た

る
ビ
ン
ゴ
大
会
、
越
前
か
に
太
郎
と
遊
べ
る

コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
、
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
2
日
㈯
、
3
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所　
道
の
駅
「
越
前
」

問
合
せ
先　
越
前
か
に
感
謝
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

１
２
３
４

「
第
6
回
越
前
か
に
感
謝
祭
」
開
催

　プラントピアでは2月2日（土）～ 3月31日（日）までの期間、冬の植物園を楽しんでもらえるように写真
展などの催しをします。寒さを忘れてプランントピアで楽しみましょう。

問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

入園料　　大人 300円　　中高生 200円　　小学生 100円

ボ タ ニ カ ル フ ォ ト 展
　写真家 宮誠而（みやせいじ）氏のボタニカルフォトの新作を展示します。
　ボタニカル・フォトとは「ボタニカル」は「植物学的」という意味です。ボタニカル・アートは、
植物の姿を正確、精密に描いた絵画で、西洋で発展し、植物図鑑にも用いられています。写真はあ
りのままの姿を写すのに適しているように思えますが、フイルムでの撮影には様々な制約があり、
繊細な部分の表現は困難でした。しかし、近年では、デジタルカメラの発達によって、精密な撮影
が可能となりました。

※ボタニカルフォトとは、植物の姿を学術的な用途にも足りるほど正確、精密に撮影した写真のことで宮誠而氏
の造語です。

日　時　2月2日（土）～ 3月31日（日）　午前9時～午後5時まで（入園受付は午後4時まで）
場　所　植物館1階　第1研修室

雛 飾 り ク ラ フ ト 作 り
　園内で採れた木の実やドライフラワーなどの自然素材を使って、オリジナルの雛飾りクラフトを
作ります。丸い杉板（直径13㎝）に可愛く飾りましょう。玄関や机、ちょっとしたコーナーに飾っ
てみてはいかがですか？

日　時　2月2日（土）～ 8日（金）・11日（月）～ 28日（木）
 午前9時～午後3時
参加費　300円（別途入園料が必要です）
※予約の必要はありませんが、材料がなくなり次第終了となります。

甘 酒 の ふ る ま い
　来園されたお客様に、寒い冬にホッとあったまる甘酒のふるまいを行います。

日　時　2月2日（土）・3日（日）　午前9時～（各日50杯）　※なくなり次第終了となります

プラントピアで鬼退治  スタンプラリー
　植物館内に潜む鬼を見つけてスタンプを集めよう。スタンプをすべて集められたらお菓子をプレ
ゼントします。
　みんなで鬼退治して邪気をはらってね。

日　時　2月2日（土）～ 2月28日（木）
　　　　午前9時～午後5時まで（入園受付は午後4時まで）
参加費　無料（別途入園料が必要です）

　
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
ワ
ー
ル

ド・キ
ッ
チ
ン
in
越
前
町
」
を
名
称
も
新
た
に
、

「
越
前
町
国
際
交
流
の
つ
ど
い
」
と
し
て
、
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
開
き
ま
す
。
普
段
な
か
な
か

知
る
機
会
の
な
い
海
外
の
料
理
や
、
踊
り
、
遊

び
を
楽
し
く
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
み

な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
3
月
10
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
2
時

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

内
容
・
定
員

①
ワ
ー
ル
ド
・
キ
ッ
チ
ン
（
料
理
を
作
る
）

　
30
人

　
（
ブ
ラ
ジ
ル
ほ
か
3
か
国
参
加
予
定
）

②
ワ
ー
ル
ド
・
カ
ル
チ
ャ
ー

　
（
異
文
化
を
体
験
す
る
）　
40
人

　
（
フ
ラ
ン
ス
ほ
か
3
か
国
参
加
予
定
）

※
①
と
②
は
同
時
に
行
い
ま
す
の
で
、
両
方
の

参
加
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
最
後
に
参
加
者
全

員
で
作
っ
た
料
理
を
試
食
し
ま
す
。

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
2
月
22
日
㈮

問
合
せ
先　
越
前
町
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
（
国
際
交
流
室
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
３

越
前
町
国
際
交
流
の
つ
ど
い
を
開
き
ま
す
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凛と立つ生きてる証水仙花	 武藤　久子
赤ちゃんを両手抱き上げ頼もしい	 山内　千代川 柳 子も巣立ち波風立たぬ半分こ	 渡辺　照子

シャボン玉吾子の両手の上で舞う	 松村　典子川 柳

こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第40回

H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

　めったに測定することのできない筋肉量や脂肪量を知り、自分にあった健康づくりのポイントを考えて
いきましょう。

日　時  2月24日（日）　午前10時～ 11時30分まで
場　所  越前町生涯学習センター
内　容  体組成成分検査、検査結果説明、生活・食事の話など
講　師  生涯体育学習振興機構　健康運動指導士　漆崎由美
申込先  健康保険課　☎34–8710

「健康チャレンジ講座」のご案内

『えちぜん健康チャレンジ』
対象講座です（10ポイント）

　
福
井
県
陶
芸
館
で
は
、
2
月
1
日
か
ら
常
設

展
示
室
で
テ
ー
マ
展
「
小
曽
原
、
土
管
屋
さ
ん

が
い
た
時
代
」
を
開
き
ま
す
。

　
小
曽
原
の
周
辺
で
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭
和

50
年
ご
ろ
ま
で
、
や
き
も
の
の
土
管
を
生
産
し

て
い
ま
し
た
。
土
管
は
、
明
治
時
代
の
北
陸
本

線
の
鉄
道
用
排
水
土
管
を
初
め
、
農
業
用
排
水

な
ど
に
使
わ
れ
る
た
め
、
昭
和
の
中
頃
に
は
機

械
で
大
量
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で

作
ら
れ
た
土
管
は
、越
前
町
を
中
心
に
、武
生
、

敦
賀
、
小
浜
へ
と
県
内
に
広
く
流
通
し
ま
し
た

が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
や
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
に

変
わ
っ
て
い
き
、
今
で
は
福
井
県
で
や
き
も
の

の
土
管
を
作
っ
て
い
る
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
展
示
で
は
、
明
治
時
代
の
土
管
を
は
じ

め
、
土
管
の
型
や
昔
の
写
真
な
ど
を
約
40
点
ご

紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
、
当
館
ロ
ビ
ー

で
は
昭
和
33
年
の
県
政
ニ
ュ
ー
ス
「
脚
光
あ
び

る
窯
業
―
丹
生
郡
宮
崎
村
―
」を
上
映
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
小

曽
原
の
土
管
を
、
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

会　
　
期

　
2
月
1
日
㈮
～
3
月
24
日
㈰

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

場　
　
所

　
福
井
県
陶
芸
館 

資
料
館

　
1
階
常
設
展
示
室

観
覧
料

　
一
般
２
０
０
円

　
高
校
生
以
下
、
70
歳
以
上
の
人
は
入
館
無
料

小
曽
原　
土
管
屋
さ
ん
が
い
た
時
代

※
会
期
中
、
2
月
7
日
、
17
日
、
3
月
17
日
は
、

一
般
の
入
館
も
無
料
で
す
。

問
合
せ
先

　
福
井
県
陶
芸
館　
☎
３
２‒

２
１
７
４

▲小曽原の土管製造所 ▲窯詰め作業

　『フレイル』とは、年齢とともに心身の活力（筋力や認
知機能など）が低下し、介護が必要になりやすい状態の
ことをいいます。まず、フレイルチェックで心身の状態
を知り、介護予防を意識した生活をおくりましょう。

フレイル予防の3つの心得

『指輪っかテスト』
自己チェック

①食事（たんぱく質、そしてバランス）
②歯科口腔の定期的管理

（楽しく）運動、社会活動
①たっぷり歩こう
②ちょっとがんばって筋トレ

就労、余暇活動、ボランティアなど
①お友達と一緒にご飯を
②前向きに社会参加を

　フレイルチェックでは、フレイル予防の3つの心得（栄養・運動・社会参加）に着目したチェックを行っています。
定期的にチェックを行うことで、フレイルの兆候に早めに気付き、仮に現在フレイルの状態であっても、日常生活
を見直して改善すれば、フレイルの進行を抑え、元の状態に回復することも可能です。
　下記では、フレイルの最も大きな原因の一つといわれている、「筋肉の衰え」について、自宅でできる簡単な自己
チェックを一部紹介します。

日　時  3月1日（金）　午後1時30分～午後3時30分 会　場  織田コミュニティセンター　多目的ホール
対象者  おおむね65歳以上の人 定　員  先着20人程度
服　装  動きやすい服、ストッキング不可 申込先  越前町地域包括支援センター　☎34–8729

　フレイルチェック教室では、体組成計や握力計を使った筋肉量を測定したり、滑舌測定器を使い、お口の中の機能
をみたり、身体の状態を詳しく測定することができます。どなたでも参加できますのでお気軽にお申し込みください。

両手の親指と人差し指で輪を作ります。

利き足ではない方のふくらはぎの一番太い部分
を軽く囲んでみましょう。

ふくらはぎを指で囲んで足の筋肉量をチェックして
みましょう。

隙間ができる人は、筋肉

量が少なく転倒・骨折な

どのリスクがあります。

隙間がない、指で囲めな

い人は、筋肉量が十分で

ある可能性が高いです。

ここをチェック！

フレイルチェックで
介護を予防しましょう

2月の休館日　4・12・18・25日　　開館時間　午前9時 〜午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　2月のイベント情報

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200

当館のご利用について
　当館はスタインウェイのピアノを保有
し、音の響きにこだわって造られたコン
サートホール（714席）です。
展示会などを開催できるロビーや、会議
室もあります。会合や公演の合間にほっ
と一息つくこともできる、越前焼でコー
ヒーが飲めるセルフカフェも常設してお
ります。施設利用につきましては6か月
前から利用許可申請書をご提出いただき、
お申込みいただけます。
  利用料金や詳しいお申込み方法などは
  当館まで、お気軽にお問合せください。

　越前焼窯元が丹精込めて作り上げた
「酒器」の数々を一堂に展示。薪窯で焼
き上げられた重厚な器や、気軽に愉し
める器まで、選ぶ楽しみがここにはあ
ります。この春、小さな器から生み出
されるさまざまな「物語」を探しに是
非ご来場ください。

会　期　2月23日（土）〜 3月24日（日）
休館日　2月25日・3月4・11・18日
時　間　午前9時〜午後5時
　　　　（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村
　　　　文化交流会館ロビー
入館料　無料

【展示作品はご購入いただけます】

響きあう酒器展

越前陶芸村文化交流会館
春の企画展示

広報 えちぜん 16平成31年２月号広報 えちぜん17 平成31年２月号
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生きるとはすばらしいこと日々感謝	 向当みつ子
十指みなまだしっかりと燃えている	 原　　榮子川 柳 人が好き愛することは生きること	 山谷　ゆり

煩悩と対話しながら生きている	 司辻　文子川 柳広報 えちぜん19 平成31年２月号

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
 2 月 3 日㈰ 織田病院 ☎36–1000

 2 月10日㈰ 両林医院 ☎37–0005

 2 月11日㈪ 藤田医院 ☎34–0044

 2 月17日㈰ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774

 2 月24日㈰ 織田病院 ☎36–1000

♥離乳食教室（予約制）
 2 月 5 日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
 2 月26日㈫ 午前 9 時～正午 朝日保健センター

♠健康チャレンジポイント交換日
 2 月24日㈰ 午前 9 時～ 11時 越前町役場

♥3歳児健診
 2 月14日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科検診
 2 月26日㈫ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制） 
 2 月27日㈬ 午前 9 時30分～正午 宮崎コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 ～ 4土曜日 午前 9 時30分～午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
 2 月 5 日㈫

午後 1 時～ 4 時

宮崎コミュニティセンター

 2 月12日㈫ 社会福祉センター

 2 月19日㈫ 越前地域福祉センター

 2 月26日㈫ 織田コミュニティセンター

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

◦睡眠2時間前にメディアを見ることで、眠りの質が低下し、寝つきや寝起きが悪くなり、
成長ホルモンに影響を与えてしまいます。

◦持続して見ることは、子どもの視力や言葉の発達を阻害する恐れがあります。
→メディアの視聴の時間は5 ～ 15分にして、お父さんやお母さんなど身近な大人と一緒に、

身体を使った遊びや、絵本の読み聞かせなど心身の発達を促す時間をつくりましょう。

2歳児のお母さん

言語聴覚士  梅澤先生
町の幼児健診で言葉の
相談を担当しています

メディアの視聴について
子育て世代包括支援センターだより

│
│

│
├ ├

├

蔵書点検のための休館のお知らせ

図書館を上手に利用しよう

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　織 田 分 館  ☎36–2288

　町立図書館と越前分館、宮崎分館は、下記の期間、蔵書点検のため臨時休館します。
　蔵書点検は、図書があるべき場所に収まっているか、行方不明の資料はないかなどを点検する作業です。
　利用者のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

　宮崎分館では、現在『よみきかせ』に関する本の展示を行っています。
　図書館の本や紙芝居は、学校、保育所、児童館、地区会合、高齢者施設などで有効活用されています。
　親子のふれあい時間にもご利用ください。

他にも色々ありますので、
お気軽に問い合わせください。

よみきかせのほん　保育園・幼稚園・学校での実践ガイド
…………………………………………… 東京子ども図書館

紙芝居百科…………………………………………… 童心社

もも子さんとオレオレ詐欺　はじめよう老人ケアに紙芝居
……………………………………………………… 雲母書房

♦介護おはなし会（予約制）
 2 月28日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

子どもにテレビばかり見せることは良くないことだと分かってはいるけれ

ど、 家事をしている間はテレビを見せておくと楽だし見せてしまう。

そもそもどうして良くないの？

この時期、 体を使う遊びや手を使う遊びがお子さんの脳の発達に良い影響をおよぼしま

す。 跳んだり、 登ったり、 転がったり、 絵を描いたり、 パズルやブロック、 洗濯物をたた

んだり…。 また、 誰かと一緒に活動したり、 楽しんだりすることも大切な体験となります。

お子さんの体と脳がバランス良く育っていくために、 メディアの視聴時間を見直してみま

しょう。

A word from the international arena...

Vol.144
国際交流室から一言

3月に越前町の中高生がオーストラリアに行きます

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　越前町では、毎年町内の中学生と高校生を派遣生として海外へ派遣しています。今年度の派遣生は南オース
トラリア州のバードウッド高校を訪れる予定です。今回は19人の応募者の中から派遣生として9人の中学生
と3人の高校生が選ばれました。
　派遣生は派遣準備として、基礎英語やコミュニケーション、日本文化歴史などを学んでいます。オーストラ
リアでは町の代表としてバードウッド高校の生徒たちと交流を深め、越前町の良さを伝える予定です。また、
研修の一環として3月に行われる越前町国際交流協会のイベントにスタッフとして参加する予定です。
　派遣生一人一人がこの派遣事業での目標を持ち、現地での体験を通じて成長していくことを期待しています。

越 前 分 館　2 月12日（火）～ 15日（金）
町立図書館　3 月 4 日（月）～ 7 日（木）
宮 崎 分 館　3 月11日（月）～ 14日（木）

※ただし、図書の返却は可能です。
ブックポストなどをご利用くだ
さい。

図書館休館期間

メディアの
弊害とは

▲説明会の様子 ▲派遣生のみなさん

図書館だ
より
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保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所  2 月 7 日（木） 34–5602

朝 日 南 保 育 所  2 月12日（火） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所  2 月19日（火） 34–0081

あ さ が お 保 育 園  2 月12日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所  2 月 4 日（月） 32–2067

小 曽 原 保 育 所  2 月26日（火） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 平 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 平 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 平 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 平 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 平 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
1
月
15
日
現
在
）

（
1
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（1月1日現在）

人　口 21,661人

　男 10,523人
　女 11,138人
世帯数 7,269戸

（前月より28人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）
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―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

2月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　　②12：55～
③19：55～　 毎日5分間放送中！

住民税申告・確定申告が始まります
【2月2日㈯～2月15日㈮】

交通災害共済に加入しましょう
【2月16日㈯～3月1日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
織田女子バレーボールスポーツ少年団

【 2月2日㈯～2月8日㈮】
GO ! GO ! 部活動
宮崎中学校 吹奏楽部

【 2月16日㈯～2月22日㈮】
「合田道人の こしの都　神社の謎」
歴史を物語る数々の仏像が今に伝わる社
八坂神社

【 2月23日㈯～3月1日㈮】

学芸員 H
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丘
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。
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歳
）

小
曽
原 

上
野
タ
マ
ヱ
さ
ん
（
88
歳
）

樫　

津 

近
藤
ス
ズ
子
さ
ん
（
85
歳
）

樫　

津 

定
木　

良
信
さ
ん
（
89
歳
）

八　

田 

齋
藤
洋
一
郎
さ
ん
（
63
歳
）

新　

保 

三
村
末
太
郎
さ
ん
（
82
歳
）

道　

口 

畑　
　

憲
二
さ
ん
（
82
歳
）

道　

口 

久
保　

榮
子
さ
ん
（
74
歳
）

　

厨 

福
岡
彌
榮
子
さ
ん
（
86
歳
）

茂　

原 

岩
本
柳
太
郎
さ
ん
（
76
歳
）

米　

ノ 

花
田　

澄
江
さ
ん
（
79
歳
）

米　

ノ 

本
田
喜
美
子
さ
ん
（
96
歳
）

六
呂
師 

河
端
壽
美
子
さ
ん
（
83
歳
）

寺　

家 

黒
﨑
ち
ど
り
さ
ん
（
86
歳
）

寺　

家 

山
﨑
フ
サ
子
さ
ん
（
88
歳
）

三　

崎 

佐
々
木
み
ど
り
さ
ん
（
84
歳
）

細　

野 

伊
部　

賢
治
さ
ん
（
86
歳
）

　

こ
の
写
真
は
、
1
月
13
日
に
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
越
前
消
防
団
出
初
式

の
様
子
で
す
。
団
長
を
は
じ
め
、
各
地
区
の
分
団
、

ラ
ッ
パ
隊
、
女
性
消
防
隊
を
合
わ
せ
て
約
２
８
０

人
、
消
防
車
両
14
台
が
参
加
し
、
見
物
に
集
ま
っ

た
大
勢
の
み
な
さ
ん
の
前
で
、
分
列
行
進
と
一
斉

放
水
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

表
紙
の
四
字
熟
語
「
意い

気き

軒け
ん

昂こ
う

」
は
、「
意
気
」

は
あ
ふ
れ
出
る
元
気
、「
軒
昂
」
は
高
く
あ
が
る
と

い
う
意
味
で
、
元
気
が
あ
り
威
勢
の
い
い
様
子
を

表
す
言
葉
で
す
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
青
い
空
の
下
、
何

本
も
の
水
柱
が
天
高
く
あ
が
り
、
一
年
間
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

２
月
の
行
事
と
い
え
ば
節
分
が
思
い
当
た
り
ま

す
。
季
節
の
変
わ
り
目
を
意
味
す
る
節
分
は
立
春

の
前
日
を
指
す
そ
う
で
す
。
最
近
は
、
年
ご
と
に

決
ま
っ
た
方
角
を
向
い
て
食
べ
る
と
縁
起
が
よ
い

と
さ
れ
る
「
恵
方
巻
き
」
が
季
節
商
品
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
過
剰
に
生
産
さ
れ
た
「
恵
方
巻

き
」
が
売
れ
残
り
、
大
量
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
は
今

年
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
の
業
界
団
体
に
需
要

に
見
合
っ
た
販
売
を
す
る
よ
う
に
要
請
し
た
そ
う

で
す
。
恵
方
巻
き
だ
け
で
な
く
、ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
な
ど
の
季
節
商
品
の
食
品
ロ
ス
問
題
に
つ
い
て
、

消
費
者
で
あ
る
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
な
に
か

考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
今
年
の
恵
方
は
「
東
北
東
」
で
す
。

編
集
後
記

写真1

写真2



A coming of
   age ceremony

　

１
月
13
日
、
越
前
陶
芸
村
文
化

交
流
会
館
で
、
平
成
31
年
成
人
式

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
内
藤
町
長
か
ら
式

辞
、
北
島
町
議
会
議
長
、
島
田
県

議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を
受
け
た
後
、

宮
崎
地
区
の
古
川
悠
真
さ
ん
と
武

藤
あ
か
ね
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表

し
て
、
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
越

前
地
区
の
山
下
紗
季
さ
ん
が
町
長

か
ら
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

笑
顔
で
夢
に
向
か
っ
て

新
た
な
門
出

朝
日
地
区

織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区

▲希望に満ちあふれた新成人のみなさん

▲誓いのことばを述べる、
　古川悠真さんと武藤あかねさん

特  集

広報 えちぜん 22平成31年２月号広報 えちぜん23 平成31年２月号

S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e

▲町長から記念品を手渡される山下紗季さん



地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 出陣！ふくい移住・就職フェアact.9

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

食べるって楽しいね　～人に感謝・食材に感謝～

広報 えちぜん 24平成31年２月号

発
行

／
越

前
町

役
場

　
  編

集
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総
務
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916
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井
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生
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町
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田
中
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

朝日南保育所
～食育編～

No.22すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。越前町移住コンシェルジュの大谷です。今回は、11月25日に大阪で、12月16日に東京で
開かれた「ふくい移住・就職フェア」についてレポートします。ふくい移住・就職フェアは福井県主催のイ
ベントで、福井にゆかりや興味がある人を対象に、県内の各自治体との移住先のマッチングや県内の企業と
のマッチングを図るイベントです。全国の自治体が集まる移住フェアとは異なり、「地元福井」を土台に話が
できるため、ブースに来られた人と内容の濃い話ができました。また、福井の先輩移住者のブースも設けら
れ、各市町で活動する人たちも参加されていました。私自身も県内で活躍する人たちとつながることができ、
非常に有意義なイベントになりました。今回のイベントでのご縁を大切にして、越前町をより若者が躍動す
る町に、そして県外からも移住したいと思える町にしていけたらと思います。

田植え

稲刈り 精米

おにぎり作り

むずか
しいな… みんなで食べると

おいしいね！

これがお米に
なるのか…

わぁ～
真っ白だ！

おいしそう！

移住したくても仕事がなければ難しい。
そのような理由から、企業ブースも
設置。福井に U ターン就職したい

学生も来ていました。

越前町の先輩移住者は、いつもお世話になっている有機米農家、田んぼの天使の井上高宏さん。素敵な笑顔で越前町の魅力をアツく語っていました！

お米ができるまでの過程を体験し、見て、触れる
ことで米作りの大変さを学び、お米を作って
いる農家さんへの感謝の気持ちや食べ物を

大切にする心が育っています。

越前町ブースには多くの人が来てくださ

りました。福井にゆかりがある人も多く、

話が弾み、次につながるきっかけがたく

さん生まれた充実のイベントでした。

脱穀・もみすりはさがけ
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